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北条地区タウンミーティングでいただいた意見等と市の回答 

☆ 項 目 意 見 の 内 容 
対応可能性と 

対応時期 

対応策または 

不可能な理由等 
担当課 

１ 鹿 島 の 活

用 策 に つ

いて（フェ

リー・駐車

場料金） 

鹿島のフェリー料金と駐車場

料金の値下げをお願いします。ま

た、地元のボランティアの団体や

個人の方には優遇措置を設け、地

元の方が日常的に行ける場所に

することが活性化につながるの

ではないか。 

□可 能 

□対応済 

■即時対応（年度内） 

□次年度以降 

□未定 

□不可能 

□その他 

渡船料金と駐車場料金につきましては、イベ

ントや利用客の多い夏のシ－ズンに合わせてセ

ットでの割引を前提とした社会実験を行うことと

し、それに合わせた集客策の検討も行ってまいり

ます。 

 

観光産業振興課 

観光総務担当 

安井 晋 

948-6555 

北条市の頃は行事ごとに関し

ては渡船料金は要りませんとい

うことになっていた。何とか配慮

してもらいたい。 

行事関係者への配慮についても、研究したい

と考えています。 

鹿島に、遊べる場所を作ってい

ただかないことには、渡ってもら

ってもどうしようもないと思う。 

「風早レトロタウン構想」において、できるだけ

既存の施設を活かしたまちづくりを考えており、

例えば伊予の二見を見てもらうなど、様々な方策

で活性化の検討を進めたいと思います。 

２ 

 

鹿島の活用

策について

（遊歩道） 

鹿島の市道が通行禁止なのは

ミスジャッジじゃないか。砂をの

けただけでも十分今のままで通

行できる。 

修復しなければ通ってはいけ

ないと言うならば、早くどうにか

修復をしてほしい。 

□可 能 

 □対応済 

□即時対応（年度内） 

□次年度以降 

□未定 

■不可能 

□その他 

現在も島の数箇所で落石の跡があり、人身事

故になる危険性があります。また、専門機関が行

った調査では、「鹿島の風化は全体的に進んで

おり、すでに安全対策を行っている箇所からも土

砂の流失、落石が生じているため、現況では通

行止め区間に立ち入らないことが安全を確保す

るために最も妥当と考える。」との意見もあり、安

全確保の観点から現状での通行止め解除は難

しいと考えています。 

また、将来の通行止め緩和については、通行

者の安全性と斜面の安定度確保の観点から、今

後、可能性について検討していきたいと考えて

います。 

道路管理課 

川上 清  

948‐6469 

管財課 

橋本 義信 

948-6946 
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３ 鹿島の活用

策について 

（店舗） 

 

鹿島に渡っても冬場はお店が

どこも開いていない。シャッター

が閉まっているお店をまずどう

にかして、行ったら何か食べ物が

ある、１軒でもいいからコーヒー

の匂いがする喫茶店があったら

随分違うと思う。 

□可 能 

□対応済 

□即時対応（年度内） 

□次年度以降 

□未定 

□不可能 

■その他 

どの時期、時間帯に営業するかについては、

運営される民間の皆様が主体的に判断されるも

のでありますが、地元の皆様や関係機関との連

携等を通じて可能かどうか相談したいと思いま

す。 

市としましては、鹿島の環境整備、魅力アップ

を図ることが市の役割であり、そのための対応を

風早レトロタウン構想の中で検討していきたいと

考えています。 

観光産業振興課 

観光総務担当 

安井 晋 

948-6555 

鹿島の空き店舗は、行政で募集

をかけて、民間の利用を促進して

いただきたい。 

鹿島には売店と食堂がほとん

ど無い。鹿島にお客さんを呼ぶた

め、余り大きなものじゃなくてい

いので、行政で設備して貸し出す

ということも検討していただき

たい。 

鹿島の空き店舗につきましては、老朽化も進

んでおり、利用を希望される団体等がおられまし

たら、利活用策のために協議を行いたいと思い

ます。 

行政としては、仲介役などできる限りの支援を

行いたいと考えています。 

国立公園内の施設ですので、レストハウス等、

既存の施設において、そういった活用が可能か

どうかを検討したいと思います。 

行政での整備には限界もありますことから、民

間や市民団体等の方々への対応についての支

援を検討したいと考えています。 

観光産業振興課 

観光総務担当 

安井 晋 

948-6555 
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４ 鹿島の活用

策について

（開発） 

 

 鹿島は国立公園ということで

規則がたくさんあり、行政財産の

上にあるので建物を人に譲渡し

たり転売したりできない。どうや

ったら活用できるのか。 

□可 能 

 □対応済 

□即時対応（年度内） 

□次年度以降 

□未定 

□不可能 

■その他 

鹿島は第 2 種特別地域に島全体が指定され

ており、自然公園法第 20条第 3項に掲げられて

いる事項については、環境大臣の許可が必要で

す。しかし、建物の譲渡や転売に関しては、工作

物の改築・増築を伴わない場合は、可能と考え

られますが、公園事業として認可されている場合

は、規制がありますので、確認が必要です。 

環境政策課 

穐岡 公二 

948-6436 

 鹿島の前面は国立公園を解除

していただき開発する。裏はその

まま自然を残すとか、そういう感

じで開発と自然の調和のとれた

島にしていけたらなと思う。 

□可 能 

□対応済 

□即時対応（年度内） 

□次年度以降 

□未定 

□不可能 

■その他 

自然公園法の趣旨は、「優れた自然の風景地

を保護するとともに、その利用の増進を図り、もっ

て国民の保健、休養及び教化に資すること」とさ

れています。瀬戸内海国立公園の特徴は、大小

1000 あまりに及ぶ島々で形成された内海多

島海景観ですので、国立公園の一部解除は難

しいと思われます。 

環境政策課 

穐岡 公二 

948-6436 

５ 鹿島の活性

化について 

 

 例えば北条駅から鹿島の地域

を市で指定地域にし、ここで市を

挙げてまちづくりをやっていく

のはどうか。 

 資金を集中的に投入していた

だき、成果を公表すると、市全体

の意欲も沸いてくると思う。 

□可 能 

 □対応済 

□即時対応（年度内） 

□次年度以降 

□未定 

□不可能 

■その他 

北条地区まちづくり協議会が 23 年度に策定

予定のまちづくり計画実現のための支援を行い

ながら、目に見える成果が生まれてくればと考え

ています。 

市民参画まちづくり課 

地域におけるまちづく

り担当 

矢野 和喜 

948-6963 

 現在業者が受けている、渡船場

の運営や鹿島の清掃などを、北条

のまちづくり協議会やＮＰＯ団

体にさせていただくことができ

ないか。雇用にもつながるし、観

光客への案内などをうまく行え

ると思うがいかがか。 

□可 能 

□対応済 

□即時対応（年度内） 

■次年度以降 

■未定 

□不可能 

□その他 

地元のことは地元でするということは、大事な

考えだと思いますし、観光案内などきめ細かなサ

－ビスにつながれば大変良いことだと思います。

この事業は委託であるため、適正に業務をして

いただけるのか、そして継続的に業務ができるか

というところを審査することが必要になりますが、

それらをクリアできれば業務委託は可能です。現

在は、市の登録業者から選定し、指名競争入札

によって決定しており、平成 22年度と 23年度の

2か年の契約となっています。 

観光産業振興課 

観光総務担当 

安井 晋 

948-6555 
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６ 北条支所の

移転につい

て 

ＪＲの駅前から鹿島に至る経

路を何とかしていく。そのため

に、市役所の支所を駅前へ持って

これないか。駅舎も空いているか

ら郵便局も入ってそこで行政サ

ービスなんかが全てできる。北条

の旧市庁舎は思い切って壊して

公園にしたらどうか。ここはコミ

ュニティセンターと大ホールだ

けにして、駅前に持っていく。 

□可 能 

 □対応済 

□即時対応（年度内） 

□次年度以降 

□未定 

■不可能 

□その他 

コミュニティセンターや公民館・市民会館を残

し、支所を駅前に移転するのも、まちの活性化策

として有効な一つの方策だと考えられます。 

北条支所については市民会館・公民館・コミュ

ニティセンターと支所とが、北条地域の方々に総

合的に活用されており、既存の施設を有効活用

することが最善と考えられるため、23 年度中には

耐震補強工事に着手することとしています。 

市民政策課 

石原 英明 

948-6333 

７ 水族館の建

設について 

 北条小学校の子どもの数が、30

年前と比べ、およそ 3分の 1程度

になっている。子どもたちを何と

か明るくするために、北条に水族

館があればいいと思う。南に砥部

動物園があるので、北側の北条に

水族館があれば、南北のバランス

がとれるのではないか。 

□可 能 

 □対応済 

□即時対応（年度内） 

□次年度以降 

□未定 

■不可能 

□その他 

水族館の建設費や維持管理経費を調査した

ところ、松野町のおさかな館のような小規模水族

館（売店・駐車場等付属施設を含む）でも建設費

約 13億円、年間維持管理経費約 2億 6千万円

必要であり、全国的には近年約 30～100 億円規

模の建設が多いのが現状です。 

 また、長期にわたり運営を維持していくために

は、名物魚やイルカショーなどの創意工夫も必

要であると考えられます。 

このようなことから、水族館の建設・運営につ

いては、本市の厳しい財政状況を勘案した場

合、困難であると考えられます。 

企画政策課 

河合 洋二 

948-6341 
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商 店 街 振

興対策につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北条の駅前辺りの空き店舗を

よそから誰か人に来てもらって

活用できないかと考えるが、何か

利用できるような優遇措置や支

援策があるか。 

■可 能 

 ■対応済 

□即時対応（年度内） 

□次年度以降 

□未定 

□不可能 

□その他 

 

商店街の空き店舗に係る支援策について

は、「松山市商店街空洞化対策事業補助金」制

度があります。この制度を活用した他の商店

街の資料提供や現地視察で直接事業に関わっ

ている方の紹介などのサポートが可能と思わ

れますので参考にしていただければと思いま

す。また、実施に向けては商工会及び商店街

等の方々とお話していただき、担当課までご

相談ください。 

［参 考］ 

【補助対象経費】 

① 改装工事費 150万円（限度額） 

② 運営管理費 200万円（限度額） 

※補助対象経費の 2分の 1以内 

※補助期間は 3年以内。 

地域経済課 

八塚 健 

948-6548 

団体よりは個人の方が自由な

発想で作れて、人が寄ってくる場

所が１軒あれば、その近辺がまた

賑わってくるんじゃないかとい

う気がするので、団体でないと出

せないというのは残念。 

 個人を対象とするものとしては、運転資金

や設備資金を対象とした松山市中小企業資金

融資制度があります。 

市内に住所を有する個人企業又は市内に本

店を有する法人であり 6 か月以上同一事業を

営んでいることなど要件はありますが利用し

ていただきたいと思います。 

地域経済課 

堀内 一甲 

948-6399 

駅前の通りは映画館とか、日用

品を扱う店、あるいは農家や漁師

の方が作ったもの、とってきたも

のを販売するような店ができな

いかなと思う 

□可 能 

□対応済 

□即時対応（年度内） 

□次年度以降 

□未定 

□不可能 

■その他 

映画館や日用品、生鮮食料品の販売店は、ま

ちの賑わいを取り戻す一つの手法と考えられ、

今後は、地域住民等の皆さんや地元商店街、

商工会等とどのような取り組みが実施できる

か、また、行政としてどのようなサポートが

できるかを関係者の皆さんと検討してまいり

たいと思います。 

地域経済課 

八塚 健 

948-6548 
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８ 商 店 街 振

興対策につ

いて 

（つづき） 

駅前通りでなく裏通り、あるい

は信号から向こうのあたりでも

いいが、日曜市的なものを定期的

に開催し、歌などの芸能イベント

を実施してはどうか。 

 行政主導での実施は難しいですが、地元商

工会等の皆様とどういった連携が可能か検討し

たいと思います。 

歌などの芸能イベント等につきましては、松山

市文化協会からの支援等が考えられ、実施につ

きましては、今後、関係者の皆さんと検討してま

いりたいと思います。 

観光産業振興課 

観光総務担当 

安井 晋 

948-6555 

国際文化振興課 

山口 雅士 

948-6634 

日曜市は駅前での裏通りでや

って、新鮮な魚を置く。そして、

歌などの芸能的なイベントを必

ずする。また、老人ホームなどか

ら出展していただくと、年寄りも

元気になる。 

イベントそのものを市主催で行うことは、現時

点では考えていませんが、松山市文化協会から

協力・出演団体を募集するなど、側面的支援は

可能と考えています。 

観光産業振興課 

観光総務担当 

安井 晋 

948-6555 

私の家に訪問者があって、いざ

帰るときにお土産を買おうとす

ると、駅前通りではお土産はそろ

わない。お菓子を買うためには辻

町へ、海産物も港へ行かなければ

ならない。 

地域住民の皆さんからの声を受け地元商店

街や商工会からそのような動きや相談がある

場合は、担当課までご相談していただきたい

と思います。 

地域経済課 

八塚 健 

948-6548 

以前は、大町の道路から真ん中

にかけてバイパスをずっと回り

北条の商店街へ客を呼び込もう

という商店街活性委員会があっ

たが、合併して途切れている。こ

れをぜひ継続してやっていただ

きたい。 

地元商店街や商工会から相談がある場合

は、行政としてどのようなサポートができる

か検討したいと思います。 

地域経済課 

八塚 健 

948-6548 
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９ 福祉施策に

ついて 

地域計画を決めるに当たって

は、地域住民にアンケート等で疑

問点も含めて意見を聞き、それら

を積み上げていく方式にするの

はどうか。時間を要しても、市が

フィードバックを繰り返しなが

ら、責任を持って全体に知らせて

いく。そのような行為が計画を実

践する上では非常に大切だと思

う。福祉問題は、弱者への心配り

がベースになること、そして、家

族や自分のこととして考えてみ

ることが大切だと思う。ハートが

あることが、まちが栄える１つの

魅力になるのではないか。それを

進めるため、ボランティア活動な

どの学習や体験を試みることも

大切ではないかと思う。 

  

□可 能 

 □対応済 

□即時対応（年度内） 

□次年度以降 

□未定 

□不可能 

■その他 

平成 23 年度に第２期障害者福祉計画を策

定することとなっていますが、ご提案のとお

り、地域の様々な皆さんから意見を聴取し、

計画を作り上げることが重要であると考えて

おり、障害のある方に対しアンケートを実施

するとともに、障害者団体や医療、福祉、教

育関係者等で構成される計画策定検討委員会

において、様々な視点から協議を行うことと

しており、その上、可能な限り、地域の皆さ

んからご意見をいただける手法を検討してま

いりたいと思います。 

福祉問題については、障害のある方も気軽

に生活できるまちにしていくために、市民の

皆さんにさまざまな形でお知らせをしていま

す。また、地域の障害者施設などでも、ボラ

ンティアの受け入れや施設の行事への参加の

呼びかけをし、多くの皆さんのご参加をいた

だいており、少しずつ理解が深まってきてい

ると感じています。 

これからもこうした活動を推進し、障害の

有無にかかわらず、生まれ育った地域でみん

なが共に笑顔で暮らせるまちづくりに取り組

んでいきたいと思います。 

障害福祉課 

花岡 和司 

948-6407 
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１０ 集客策につ

いて 

高縄山から風和里辺りにかけ

てのハイキングコースができた

ら、まだまだお客が呼べるんじゃ

ないだろうかと思う。 

□可 能 

 □対応済 

□即時対応（年度内） 

□次年度以降 

□未定 

□不可能 

■その他 

北条地域においては、「風早一茶の道」という

ウォーキングコースが設けられ、「松山ウォーキン

グマップ」にも位置づけています。 

また、高縄山には四国のみち（四国自然遊歩

道）「高縄山探鳥の道」10.2km が環境省と愛媛

県により設定され、NPO 法人によるエコツアーも

企画されています。 

本市でも、昨年は「坂の上の雲」ふるさとウォー

クとして、土佐礼子さんをゲストに善応寺、鹿島

など河野氏ゆかりの地を訪ねるイベントを開催し

ましたが、今後は、これらのコースの普及啓発に

ついて、検討したいと考えています。 

坂の上の雲まちづくり

チーム 

篠﨑 亮  

948-6991 

 

 

１１ 道路整備に

ついて 

北条小学校の信号からハトマート

のちょっと北側の道は、本当に恐ろ

しいです。子どもたちが通学すると

きは自動車が離合できない。通学の

時間に見て、どれだけ危ないかとい

うことを知ってほしい。何年かかって

もいいので、学校までの道は何とか

少しずつでも広げて、子どもたちの

通りやすい道にしてほしい。 

□可 能 

 □対応済 

□即時対応（年度内） 

□次年度以降 

□未定 

□不可能 

■その他 

 

 

平成 22 年 2 月に関係職員が現地にて、地元

関係者と道路整備について協議を実施しまし

た。その際、2 車線両歩道での改良の要望がご

ざいましたが、莫大な予算を必要とすることから、

事業の実施は困難な状況であることをご説明を

しています。なお、北条小学校の通学路や北条

支所の沿線でもありますことから整備の必要性は

十分に認識しており、今後は路線沿の住民の方

や地権者の方の理解と協力が得られるのであれ

ば、財政状況やほかの要望路線との関係も踏ま

えて、歩道整備も含めた１車線道路での整備の

中で対応したいと考えており、地元からの生活道

路整備事業要望書の提出を依頼しているところ

です。また、地元からの要望状況に合わせて、

各地区個別に出向き、事業実施に向け協議して

まいりたいと考えています。 

道路建設課 

生活道路担当 

宮浦 博義 

948-6464 
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１２ 日赤移転に

ついて 

松山赤十字病院の移転につい

て、誘致する会を主として署名集

めをした。各区長会の承認も出

て、先般日赤の愛媛県支部と松山

赤十字病院へ要望書を提出した。

松山市の担当部署へも報告した。

期待が大きいので、ぜひ市長さん

も強力な支援をお願いしたい。 

□可 能 

 □対応済 

□即時対応（年度内） 

□次年度以降 

□未定 

□不可能 

■その他 

松山赤十字病院の移転を含めた建て替え問

題につきましては、同病院において、現在、

敷地やその他の諸条件等を考慮し、慎重に検

討されていると伺っています。 

今後、同病院から具体的な建替等の計画案

が示されたときに、本市としての支援協力を

検討し、適切に対応してまいりたいと考えて

います。 

医事薬事課 

池内 陽一 

911-1865 

 


